




はじめに 

乳児健診はかつては,子どもが順調に発育しているかどうか,病気があるかどうかという点

を中心に行なわれていた｡ところが,ここ 10 年ぐらいの間に,脳性麻痺の早期発見・早期治

療が謳われ,乳児健診の中心的な課題は乳児の神経学的発達チェックに重点がおかれる傾

向にある｡子どもの発達には大きな個人差があるので 1 回きりの健診で正確な判断を下す

のは不可能に近く,発達チェックをきちんとした形でするならば,健診後の経過観察が必要

となる。 

我々は,健診でチェックされ,経過観察を受けた子どもの親が,どのような不安を訴えてい

るのかを調査したので報告する。 


